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雑誌 97(3): 254-258, 2022.

澤山　靖, 加藤丈晴, 渡辺春香, 山田悠一, 藤岡真知子, 佐藤信也, 馬場真紀, 安東恒史, 宮崎禎一郎, 神尾芳幸,
中道一生, 雪竹基弘, 今泉芳孝, 宮﨑泰司：菌状息肉症に合併した進行性多巣性白質脳症 . 臨床血液 63(3):
206-210, 2022.

渡辺華子, 小池雄太, 早稲田 朋香, 福地麗雅, 岩永 聰, 山田悠一, 安東恒史, 今泉芳孝, 室田浩之：多発皮膚腫瘤

で発症し、成人T細胞白血病リンパ腫との鑑別を要した原発性皮膚未分化大細胞リンパ腫の1例. 西日本皮膚

科 84(2): 140-144, 2022.

宮﨑泰司：Ⅶ.白血病と類縁疾患 骨髄異形成症候群. 血液疾患のすべて. 日本医師会雑誌 151(特別1): S226-
S228, 2022.

安東恒史, 宮﨑泰司：放射線被ばくと造血障害. 臨床血液 63(9): 981-990, 2022.
加藤丈晴, 今泉芳孝：血液専門医のための模擬テスト32. 血液内科 85(4): 640, 2022.

Yokoyama Y, Ando K, Fukuhara N, Iida H, Fukuhara S, Miyake H, Tanoue Y, Yamamoto M, Tozaki H, Mizutani A,
Morishita D, Takeyama K, Shimizu T, Yamamoto N: A First-in-Human Phase I Study of CTX-712 in Patients with
Advanced, Relapsed or Refractory Malignant Tumors - Hematologic Malignancies Dose Escalation Cohort. Blood
140(Suppl 1): 6211-6212,2022. doi: https://doi.org/10.1182/blood-2022-157241.

Okuda R, Ochi Y, Chonabayashi K, Hiramoto N, Sanada M, Handa H, Kasahara S, Sato S, Kanemura N, Kitano T,
Mizuki Watanabe M, Kern W, Creignou M, Shiraishi Y, Watanabe M, Usuki K, Imashuku S, Hellström-Lindberg E,
Haferlach T, Chiba S, Sezaki N, Shih LY, Miyazaki Y, Yoshida Y, Ishikawa T, Ohyashiki K, Atsuta Y, Shiozawa Y,
Miyano S, Makishima H, Nannya Y, Ogawa S: Molecular Landscape of Myeloid Neoplasms with Der(1;7)(q10;p10).
Blood 140(Suppl 1): 6902-6904,2022. doi: https://doi.org/10.1182/blood-2022-168213.

Pfeilstocker M, Tuechler H, Ades L, Cermak J, Chermat F, Della Porta MG, Fenaux P, Garcia-Manero G, Germing U,
Haase D, Kuendgen A, Luebbert M, Magalhaes S M M, Malcovati L, Miyazaki Y, Sanz G, Santini V, Sekeres MA,
Walter MJ, Valent P, Greenberg PL: Dynamics of Mortality and Transformation Risk within Different Risk Groups of
Patients with Myelodysplastic Syndromes Stratified According to the IPSS-R - Comparison of Treated and Untreated
Patients and Consequences for the Description of Risk Categories. Blood 140(Suppl 1): 6976-6978,2022. doi:
https://doi.org/10.1182/blood-2022-158671.

Nishiwaki S, Sugiura I, Fujisawa S, Hatta Y, Doki N, Kurahashi S, Ueda Y, Dobashi N, Maeda T, Taniguchi Y, Tanaka
M, Kako S, Ichinohe T, Fukuda T, Atsuta Y, Ohtake S, Ishikawa Y, Kiyoi H, Matsumura I, Miyazaki Y: Poor
Prognostic Combination of Additional Chromosomal Abnormalities in Ph + ALL: JALSG Ph+ALL TKI- SCT Study.
Blood 140(Suppl 1): 6030-6032,2022. doi: https://doi.org/10.1182/blood-2022-165864.
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学会発表数

社会活動

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会

専門委員
独立行政法人　医薬品医療機器総合機構
審査業務部

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

宮﨑泰司・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県

宮﨑泰司・教授 九州地区代表協力医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

宮﨑泰司・教授 理事長
特定非営利活動法人　成人白血病治療共同
研究機構(JALSG）Japan Adult Leukemia
Study Group

宮﨑泰司・教授 ドナー安全委員会　委員 公益財団法人　日本骨髄バンク

宮﨑泰司・教授

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

宮﨑泰司・教授
長崎県保健医療対策協議会がん対策部会
委員

長崎県

1 0 13 1 1 39

新山侑生, 糸永英弘, 松岡優毅, 高崎由美, 宮﨑泰司：ダサチニブが奏効したJAK2-V617F変異を有するBCR-
ABL1陽性慢性骨髄性白血病. 臨床血液 63(6): 703, 2022.

西村紗央里, 加藤丈晴, 糸永英弘, 佐藤信也, 安東恒史, 澤山  靖, 三好寛明, 今泉芳孝, 大島孝一, 宮崎泰司：口

腔内に生じたHIV陰性・EBV陰性の形質芽球性リンパ腫. 臨床血液 63(6): 709, 2022.

古本嵩文,加藤丈晴, 今泉芳孝, 新山侑生, 糸永英弘, 佐藤信也, 安東恒史, 澤山  靖, 岡野慎士, 大島孝一, 宮﨑泰

司：染色体異常t(8;22)(q24.1;q11.2)を有する再発原発性体腔液リンパ腫類似リンパ腫. 日本リンパ網内系学会

会誌  62: 94, 2022.

林田章也, 長谷川寛雄, 森  沙耶香, 鶴田一人, 渕上麻衣, 山内俊輔, 加藤丈晴, 宮﨑泰司, 栁原克紀：フローサイ

トメトリー検査が鑑別に有用であった芽球型形質細胞様樹状細胞腫瘍の一例. 日本検査血液学会雑誌 23(学
術集会): S184, 2022.

牧島秀樹, 佐伯龍之介, 南谷泰仁, 竹田淳恵, 桃沢幸秀, 熱田由子, 中川正宏, 宮﨑泰司, 鶴見  寿, 笠原千嗣, 高折

晃史, 大屋 一馬, 木口  亨, 松田文彦, 宮野  悟, 小川誠司：全ゲノム/全エキソーム解析による生殖細胞系列多

型の探索 DDX41胚細胞変異陽性骨髄腫瘍のリスク定量と臨床的特徴. 日本癌学会総会記事 81回: S8-4, 2022.

中森瑞季, 頭金正博, 片山早紀, 柴田侑裕, 楠本  茂, 野坂生郷, 今泉芳孝, 末廣陽子, 宇都宮  與, 上田龍三, 石田

高司, 石塚賢治：モガムリズマブ投与患者における重篤な皮膚障害の発症に関連するバイオマーカーの探索

研究. 日本臨床薬理学会学術総会抄録集 43回: 1-C-O02-3, 2022.

森  沙耶香, 長谷川寛雄, 鶴田一人, 宮﨑泰司, 栁原克紀：2. 急性骨髄性白血病(APL)症例における全トランス

型レチノイン酸(ATRA)治療に伴う好中球系細胞の形態学的変化. 日本臨床検査血液学会雑誌 23(1): 136-147,
2022.

中﨑久美, 竹﨑俊晶, 正本庸介, 宮﨑泰司, 三谷絹子, 黒川峰夫：低リスク骨髄異形成症候群の治療選択と予後

: 全国多施設共同研究. 日本内科学会雑誌 111(臨時増刊): 183, 2022.

新山侑生, 澤山  靖, 藤岡真知子, 加藤丈晴, 佐藤信也, 安東恒史, 今泉芳孝, 木下克美, 長井一浩, 宮﨑泰司：抗

IgA抗体を有するIgA非欠損例における非溶血性輸血副作用 . 日本輸血細胞治療学会誌 68(1): 79, 2022.

林  洋子, 澤本怜奈, 濱辺真奈, 長田翔斗, 田崎真佑子, 松崎佳歩, 加藤丈晴, 下川  功：血球貪食症候群を合併し

びまん性肺胞出血を来し死亡した亜急性壊死性リンパ節炎の一剖検例. 日本病理学会会誌 111(1): 299, 2022.

下農真弘, 浅井  幸, 里見直義, 加藤丈晴, 室田浩之：巨大原発性皮膚びまん性大細胞型B細胞リンパ腫,下肢型

の1例.  西日本皮膚科 84(2): 157, 2022.

桐野祐子, 小林裕児, 榊  智佳, 蓬莱真喜子, 吉田真一郎, 三浦史郎：ステロイド長期内服中にEBV-positive
mucocutaneous ulcerを発症した1例. 臨床血液 63(6): 694, 2022.
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佐藤信也・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

糸永英弘・助教 評議員 日本血液学会

坂本  光・助手 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

加藤丈晴・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

蓬莱真喜子・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

糸永英弘・助教 評議員 日本造血・免疫細胞療法学会

糸永英弘・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

今泉芳孝・准教授 評議員 日本HTLV-1学会

澤山　靖・講師 調整医師（2022.3まで） 公益財団法人　日本骨髄バンク

宮﨑泰司・教授 骨髄異形成症候群（MDS）連絡会　顧問 MDS連絡会

馬場真紀・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

安東恒史・講師
長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員
会委員（2022.10から）

社会保険診療報酬支払基金長崎支部

安東恒史・講師 在韓被爆者健康診断・相談事業 長崎県

安東恒史・講師 長崎市夜間急患センター運営協議会委員 長崎市

今泉芳孝・准教授
長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員
会委員（2022.9まで）

社会保険診療報酬支払基金長崎支部

今泉芳孝・准教授 評議員 日本血液学会

宮﨑泰司・教授 評議員
公益財団法人　長崎原子爆弾被爆者対策協
議会

宮﨑泰司・教授
長崎県緊急被ばく医療ネットワーク検討
会委員

公益財団法人　原子力安全研究協会

宮崎泰司・教授 医学部学生委員会委員 長崎大学医学部

宮﨑泰司・教授 臨床研究部　顧問 財団法人　放射線影響研究所

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「Leukemia」 Nature Publishing Group

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「BLOOD RESEARCH」 The Korean Society of Hematology

宮﨑泰司・教授 代表世話人 長崎幹細胞移植研究会

宮﨑泰司・教授 疫学部　顧問 財団法人　放射線影響研究所

宮﨑泰司・教授
Reviewer「Journal of Clinical and
Experimental Haematology（JCEH）」

日本リンパ網内系学会

宮﨑泰司・教授
シニア編集アドバイザー「PNH
Frontier」

㈱メディカルレビュー社

宮﨑泰司・教授 幹事 Indolent Hematologic Malignancy研究会

宮﨑泰司・教授
編集アドバイザー「Trends in
Hematological Malignancies」

㈱メディカルレビュー社

宮﨑泰司・教授
Reviewer「Japanese Journal of
Clinical Oncology（JJCO）」

OXFORD　JOURNALS

宮﨑泰司・教授 評議員 日本造血・免疫細胞療法学会

宮﨑泰司・教授 九州免疫血液研究会　世話人 九州免疫血液研究会

宮﨑泰司・教授 資格認定試験委員会　副委員長 日本内科学会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会九州支部

宮﨑泰司・教授 教育委員会　委員 一般社団法人　日本がん治療認定医機構

宮﨑泰司・教授
教育委員会プログラム企画委員会　委員
長

日本血液学会

宮﨑泰司・教授
Associate　Editor「International　of
Hematology」

日本血液学会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本癌学会

宮﨑泰司・教授 理事 日本血液学会

宮﨑泰司・教授 教育委員会　委員長 日本血液学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) PDX治療
モデルを併用した治療抵抗性急性骨髄性白
血病クローンの成立過程に生じる分子病態
に基づく層別化システムの確立と標的治療
薬開発に関する研究 (研究代表者：清井
仁)

安東恒史・講師 日本学術振興会 代表
基盤研究（C)
骨髄異形成症候群におけるKMT2Dの役割の解
明とそれに基づいた新規治療法の開発

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究（B）
時間軸を考慮した原爆被爆者骨髄異形成症
候群発症機構の解明

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担

基盤研究（A）
骨髄不全症候群における胚細胞変異および
体細胞変異の解明に基づく新規治療薬開発
(研究代表者：牧島秀樹)

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金 (難治性疾患等
施策研究事業 (難治性疾患政策研究事業))
特発性造血障害に関する調査研究 (研究代
表者：三谷絹子)

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 難治性が
ん (白血病等) の全ゲノム配列データおよ
び臨床情報等の収集と解析に関する研究
（研究代表者：南谷泰仁）

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

代表

(革新的がん医療実用化研究事業) t(8;21)
およびinv(16)陽性AYA・若年成人急性骨髄
性白血病に対する微小残存病変を指標とす
るゲムツズマブ・オゾガマイシン治療介入
の有効性と安全性を評価する研究

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 高齢者急
性骨髄性白血病の化学療法が可能な症例に
対して若年成人標準化学療法の近似用量を
用いる第Ⅱ相臨床試験：JALSG-GML219試験
（研究代表者：山内高広）

分担

（次世代がん医療創生研究事業）大規模
シーケンス解析に基づく, 造血器腫瘍のゲ
ノム, エピゲノムにおける, 空間的・時間
的多様性の研究(研究代表者：小川誠司）

今泉芳孝・准教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 成人T細
胞白血病/リンパ腫の治癒を目指したHTLV-1
ウィルス標的樹状細胞ワクチン療法の確
立：薬事承認を目的とした第Ⅱ臨相医師主
導治験 (研究代表者：末廣陽子)（2022年9
月まで）

加藤丈晴・助教
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 成人T細
胞白血病/リンパ腫の治癒を目指したHTLV-1
ウィルス標的樹状細胞ワクチン療法の確
立：薬事承認を目的とした第Ⅱ臨相医師主
導治験 (研究代表者：末廣陽子)（2022年10
月から）

糸永英弘・助教
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 成人T細
胞白血病に対する移植後シクロフォスファ
ミドを用いた非血縁者間末梢幹細胞移植法
の確立と移植後再発への対策に関する研究
(研究代表者：福田隆浩)
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 新聞等に掲載された活動

宮﨑泰司・教授 放射線の被害者支援 読売新聞 2022年4月7日

RECNAの吉田所長と原研所長
は6月に開催される核兵器禁
止条約の第1回締約国会議を
前に放射線被害者支援に関す
る提言書を発表した

宮﨑泰司・教授 原爆犠牲者慰霊祭挙行 長崎大学HP 2022年8月18日up

8月9日医学部記念講堂におい
て原爆放射線の影響から学
び、放射線による被害を繰り
返さないこと、安全な放射線
利用を目指して研究を続ける
ことは原研、及び長崎大学の
進むべき道である都の講演を
行った

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

宮﨑泰司・教授 大日本住友製薬株式会社 CDK9阻害剤の成熟T細胞リンパ腫に対する薬効薬理研究

宮﨑泰司・教授
佐藤信也・助教

シスメックス株式会社 人工知能技術を用いた血球画像解析の検討

糸永英弘・助教 日本学術振興会 代表
基盤研究（C)
蛋白質メチル化酵素によるDNA修復機構を標
的とした骨髄性腫瘍の新規治療法の開発

佐藤信也・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
原爆被爆者に見られるクローン性造血の解
析
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